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の周産期予後について検討した。平成 18 年 7




平成 18 年から 21 年での母体搬送数平均は年
21 件、平成 22 から 25 年では年 35 件と増加
していた。適応は切迫早産が 53 件（22%）、
前期破水が 30 件（14%）、産褥出血 27 件
（13%）などであった。妊婦受け入れ週数は
29-33 週が最も多く 79 件（37%）であった。
施設規模としては総合病院からの搬送症例が増
加していた。（年 0.8 件/年 5.8 件）搬送地域は
焼津市外からの受け入れが増加していた。（年






















2015 年第 4 巻 第 1 号 42 頁 
 
前より近隣からの母体搬送を積極的に受け入れ
ている。当院の概要を示す。（表 2）平成 19 年
より地域周産期母子医療センターとして運用を
開始。NICU は平成 11 年より運用を開始した
が、現在の体制となったのは新生児科の開設さ













行った。主に、平成 18 年から平成 21 年まで
の搬送数を前半年とし、平成 22 年から平成 25
年度までの搬送数を後半年としてオッズ比を算
出し、χ2 検定にて p 値が 0.05 未満となる場
合を有意とした。 
〈結果〉 
平成 18 年から平成 21 年での母体搬送数平
均は年 21 件で、平成 22 から平成 25 年では年
35 件と増加していた。搬送地域は焼津市外か
らの搬送数が年 6 件から年 16 件、焼津市内か


























	 	 	 	 	 図 1.当院の母体搬送数の変遷 
 
母体搬送の受け入れ週数は妊娠 29 週から妊







年 5.8 件と最多であった（図 4）。 
母体搬送の適応に関しては、切迫早産（20 件
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平成18年年 平成19年年 平成20年年 平成21年年 平成22年年 平成23年年 平成24年年
総分娩数 3/463(0.6%) 5/529(0.9%) 8/645(1.2%) 13/713(1.8%) 28/811(3.4%) 14/712(1.9%) 23/717(3.2%)
経膣分娩 2/325(0.6%) 4/388(1.1%) 4/456(0.9%) 6/507(1.2%) 18/579(3.1%) 3/499(0.6%) 10/478(2.1%)
正常分娩 1/307(0.3%) 4/367(1.1%) 4/425(0.9%) 6/493(1.2%) 18/547(0.3%) 3/475(0.6%) 9/441(2.0%)
鉗子分娩 1/12(8.3%) 0/20(0%) 0/31(0%) 0/13(0%) 0/23(0%) 0/9(0%) 0/22(0%)
吸引分娩 0/6(0%) 0/1(0%) 0/0 0/1(0%) 0/9(0%) 0/15(0%) 1/15(6.7%)
帝王切切開分娩 1/120(0.8%) 1/141(0.7%) 4/189(2.1%) 7/206(3.4%) 10/232(4.3%) 11/217(5.1%) 13/239(5.4%)
母体適応 1/48(2.1%) 0/72(0%) 4/99(4.0%) 4/128(3.1%) 7/141(5.0%) 7/137(5.1%) 6/154(3.9%)
胎児適応 0/72(0%) 1/69(1.4%) 0/90(0%) 3/78(3.8%) 3/91(3.3%) 4/80(5%) 7/85(8.2%)
早産 1/3(33%) 3/58(5.2%) 4/68(5.9%) 10/90(11.1%) 22/120(18%) 9/97(9.3%) 15/75(20%)
妊娠33-36週 1/3(33%) 1/50(2%) 2/57(3.5%) 5/78(6.4%) 10/101(9.9%) 6/83(7.2%) 5/56(8.9%)
妊娠30-32週 0/0 2/8(25%) 0/9(0%) 4/11(36%) 9/16(56%) 1/11(9.1%) 10/17(59%)
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